
(1) i,183り 広 報 あ か い け 昭和53年4月1日 

西 あカ
発行所 赤池町役場 編集 総務課文書広報係 公（代表）2004 

E喝」所 赤 池 印 刷 毎月 1 回発行 

53年 

町 の 人 口 

人 口 9,344人 （増1) 

男 4,475人 （減1) 

女 4,869人 （増2) 

世帯数 2,930世帯（増7) 

出生 4人 転入 33人 

死亡 4人 転出 32人 

(53年2 月末日現在） 
 ノ 

( ）内は前月との増減 

（市場保育所 4月7 日に完成予定） 

ぽくらの‘‘楽園，，だノ 「市場保育所新築間近」 
社会福祉法人赤池福祉会では、市場宗ノ辻開発にあわせここに市場保育所を同和対策事 

業により移転改築し、園舎面積6 5 3 m2 （木造平屋建）総コ二事費約8680万円の新園が 

4月7日に落成の予定です。これは現施設の老朽化によるもので、保育所の機能を有する 

には十分でなく、又、現定員60人を90人に増貝したものです。新園の使用開始はさっ 

そく4月より実施されますが、これにより今まで子どもたちか待ち望んでいた遊び場（楽 

園）が、やっと春と同時に訪ずれることになります。 



(3） 第183号 広 報 あ か い け 昭和53年4月1日 （2) 昭和53年4月1日 第183り か い け あ
 

報
 

広
 

議
 
会
 

だ
よ
り
 

、
 

新
年
度
予
算
戸
 22 

議
案
を
可
決
 

第
一
回
三
月
定
例
町
議
会
 

麟
麟
麟
 

綴
綴
麟
 きびしい財政運営 

一
 

三
月
定
例
町
議
会
は
三
月
十
五
日
か
ら
三
月
二
十
九
日
ま
で
十
五
日
間
に
わ
 

た
っ
て
開
か
れ
、
新
年
度
予
算
を
は
じ
め
、
二
十
二
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
総
額
で
三
十
六
億
三
千
九
百
六
十
七
万
八
千
円
 

で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
く
ら
べ
四
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

財
政
逼
迫
の
中
、
各
種
団
体
へ
の
負
担
金
及
び
助
成
金
の
軽
減
、
物
件
費
及
び
 

人
件
費
の
節
減
、
そ
の
他
諸
経
費
の
節
約
等
厳
し
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
職
員
の
人
事
刷
新
と
事
務
の
円
滑
な
運
営
を
図
り
、
住
民
福
祉
行
政
 

の
推
進
を
図
る
た
め
退
職
勧
奨
を
行
い
、
職
員
の
新
規
採
用
を
早
期
実
施
し
ま
 

す。 
議
案
内
容
は
次
の
と
お
り
 

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
 

o
一
般
会
計
補
正
予
算
（
ボ
タ
山
防
 

災
事
業
）
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
 

一
時
借
入
金
の
限
度
額
の
補
正
予
算
 

の
専
決
。
 

▼
昭
和
五
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
 

算
 

o
補
正
額
一
億
一
千
八
百
九
十
四
万
 

四
千
円
 

o
予
算
総
額
三
十
八
億
八
 

千
三
百
四
十
九
万
八
千
円
 

▼
昭
和
五
十
二
年
度
国
民
健
康
保
険
事
 

業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
 

〇
補
正
額
一
千
百
七
十
九
万
円
 

o
予
算
総
額
一
億
七
千
八
百
五
十
七
 

万
三
千
円
 

▼
昭
和
五
十
二
年
度
水
道
事
業
会
計
補
 

正
予
算
 

o
資
本
的
補
正
額
一
千
百
五
十
一
万
 

、

I
ノ
 

正
に
つ
い
て
 

。
 

斉
場
の
建
設
に
伴
い
組
合
の
事
務
 

所
の
位
置
及
び
関
係
市
町
村
の
負
担
 

割
合
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
 

め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
 

現
椿
原
誠
助
役
の
任
期
が
五
十
三
 

（
第
】
回
三
月
定
例
町
議
会
・
3
月
 15 

日） 

一
 

三
千
円
 

0
資
本
的
予
算
総
額
一
億
 

八
干
七
十
五
万
一
千
円
 

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

o
徳
市
ー
新
屋
敷
線
道
路
新
設
工
事
 

o
赤
池
下
水
道
鉱
害
復
旧
工
事
 

o
同
和
対
策
事
業
（
大
型
共
同
作
業
 

場
 

o
大
浦
隣
保
館
敷
地
造
成
工
事
 

い
ず
れ
も
三
千
万
円
を
超
え
る
た
め
 

議
会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
 

▼
歳
計
現
金
預
入
先
指
定
に
つ
い
て
 

本
年
度
は
福
岡
相
互
銀
行
を
追
加
 

し
た
ほ
か
は
、
例
年
ど
お
り
の
取
扱
 

金
融
機
関
を
指
定
。
 

o
株
福
岡
銀
行
o

田
川
農
業
協
同
組
 

合
o
赤
池
郵
便
局
o
脚
大
和
銀
行
直
 

方
支
店
o
脚
西
日
本
相
互
銀
行
金
田
 

支
店
o
脚
」
弄
信
託
銀
行
o

田
川
信
 

用
金
庫
金
田
支
店
o
安
田
信
託
銀
行
 

年
三
月
三
十
一
日
で
満
了
と
な
る
た
 

め
、
同
氏
再
任
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
 

▼
昭
和
五
十
」
年
度
一
般
会
計
予
算
 

本
年
度
の
予
算
総
額
は
三
十
六
億
 

三
干
九
百
六
十
七
万
八
千
円
で
、
前
 

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
四
十
七
パ
 

ー
セ
ン
ト
増
の
大
型
予
算
と
な
っ
て
 

い
ま
す
。
本
年
度
予
算
の
主
な
も
の
 

の
事
業
関
係
（
費
）
は
次
の
と
お
り
で
 

す。 
《
民
生
き
 

o
地
区
総
合
整
備
事
業
八
千
三
百
一
一
 

十
三
万
二
千
円
 
〇
納
骨
堂
建
設
工
 

事
三
千
五
十
万
円
 
o
大
型
共
同
作
 

業
所
備
品
費
六
千
万
円
 
o
中
尾
地
 

区
下
排
水
路
改
良
工
事
二
千
百
万
円
 

o
上
野
生
活
館
建
設
工
事
三
千
百
万
 

円
 

〈
衛
生
き
 

o
斉
場
組
合
負
担
金
二
百
二
十
六
万
 

五
千
円
 

《
農
林
水
産
業
き
 

o
農
道
整
備
工
事
三
千
六
百
万
円
 

o
農
業
共
同
格
納
庫
二
千
八
百
七
十
 

万
円
 

〇
か
ん
が
い
排
水
工
事
二
千
 

二
百
六
十
万
円
 
〇
崖
地
災
害
防
止
 

工
事
二
干
万
円
 

《
土
木
費
》
 

〇
上
野
橋
架
設
工
事
一
億
一
千
八
百
 

一
万
円
 

〇
下
水
道
鉱
害
復
旧
事
業
 

】
億
四
百
三
十
八
万
二
千
円
 
o
公
 

営
住
宅
建
設
事
業
三
億
一
千
百
二
十
 

九
万
二
千
円
 

《
教
育
費
》
 

〇
市
場
小
学
校
体
育
館
建
設
工
事
七
 

福
岡
支
店
o
福
岡
県
労
働
金
庫
田
川
 

支
店
o
脚
正
金
相
互
銀
行
伊
田
支
店
 

o
脚
福
岡
相
互
銀
行
直
方
支
店
 

▼
特
別
会
計
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

「
赤
池
町
住
宅
改
修
資
金
貸
付
事
 

業
特
別
会
計
」
の
名
称
を
「
赤
池
町
 

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
 

計
」
に
改
め
ま
し
た
。
 

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
 

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
 

つ
い
て
 

各
種
委
員
（
農
業
委
員
会
、
教
育
 

委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
そ
の
 

他
委
員
会
委
員
等
）
の
年
報
酬
及
び
 

日
給
を
現
状
に
即
応
す
る
よ
う
引
き
 

上
げ
ま
し
た
。
 

▼
育
英
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

経
済
状
態
の
変
動
に
よ
り
入
学
支
 

度
金
、
就
学
資
金
を
引
き
上
げ
ま
し
 

た。 

▼
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

例
の
制
定
に
つ
い
て
 

団
員
待
遇
の
改
善
を
は
か
る
た
め
 

出
動
手
当
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。
 

▼
霊
枢
車
使
用
料
助
成
金
支
給
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
 

い
て
 組

合
立
火
葬
場
が
建
設
さ
れ
事
業
 

が
開
始
さ
れ
て
も
現
在
の
助
成
金
を
 

続
け
て
い
く
こ
と
で
改
正
さ
れ
ま
し
 

た。 

▼
田
川
地
区
斉
場
組
合
規
約
の
一
部
改
 

、ノー J
/ 

、、 

千
九
百
五
十
六
万
円
 
o
教
育
中
央
 

集
会
所
建
設
工
事
一
億
一
壬
一
百
十
 

一
万
九
千
円
 

o
総
合
運
動
公
園
整
 

備
事
業
三
千
三
百
六
十
二
万
一
千
円
 

以
上
が
五
十
三
年
度
一
般
会
計
予
 

算
の
主
な
概
要
で
す
。
 

▼
昭
和
五
十
三
年
度
国
民
健
康
保
険
事
 

業
勘
定
特
別
会
計
予
算
 

o
予
算
総
額
二
億
一
千
百
七
十
三
万
 

五
千
円
で
す
。
 

▼
昭
和
五
十
三
生
詐
区
赤
池
橋
架
設
準
備
 

積
立
金
特
別
会
計
予
算
 

o
予
算
総
額
七
十
九
万
一
千
円
で
す
。
 

例
年
ど
お
り
積
立
金
に
対
す
る
利
子
 

の
予
算
で
す
。
 

▼
昭
和
五
十
」
亙
‘
区
住
宅
新
築
資
金
等
 

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
 

o
予
算
総
額
一
億
六
千
七
百
六
十
七
 

万
三
千
円
で
す
。
 

▼
昭
和
五
十
三
年
度
地
域
開
発
事
業
特
 

別
会
計
予
算
 

o
予
算
総
額
一
億
六
千
八
百
八
十
八
 

万
九
千
円
で
す
。
 

▼
昭
和
五
十
三
年
度
水
道
事
業
会
計
予
 

算
 

o
収
益
的
収
入
及
び
支
出
で
八
千
四
 

百
四
万
円
 

o
資
本
的
収
入
で
一
億
 

二
千
五
百
五
十
九
万
七
千
円
 
o
支
 

出
一
億
三
千
七
百
五
十
七
万
二
千
円
 

で
す
。
こ
の
資
本
的
収
支
は
昨
年
か
 

ら
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
 

赤
池
上
水
道
と
上
野
簡
水
の
統
合
 

計
画
に
よ
る
赤
池
町
上
水
道
第
二
次
 

拡
張
工
事
の
予
算
で
す
。
 

▼
昭
和
五
十
三
年
度
町
立
病
院
事
業
特
 

☆
 

和
名
 
卯
月
（
う
づ
き
）
 

う
つ
ぎ
の
花
の
咲
く
月
の
意
だ
と
も
 

あ
る
い
は
植
え
月
の
約
言
だ
と
も
い
い
 

ま
す
。
 

1
日
（
土
）
 

四
保
育
所
入
園
式
酬
 10 

時
 

2
日
（
日
）
 

6
日
（
木
）
 

7
日
（
金
）
 

8
日
（
土
）
 

10 

日
（
月
）
 

11 

日
（
火
）
 

13 

日
（
木
）
 

14 

日
（
金
）
 

16 

日
（
日
）
 

17 

日
（
月
）
 

20 

日
（
木
）
 

27 

日
（
木
）
 

29 

日
（
土
）
 

新
会
計
年
度
始
ま
る
 

ェ
ー
プ
リ
ル
フ
ー
ル
 

新
学
期
始
ま
る
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
晦
ン
タ
世
 

図
書
館
記
念
日
 

春
の
交
通
安
全
運
動
 

(6
日
ー
 15 

日
ま
で
）
 

市
場
小
学
校
入
学
式
 

上
野
小
学
校
入
学
式
 

世
界
保
健
デ
ー
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
確
ン
タ
世
 

中
学
校
入
学
式
・
花
祭
り
 

婦
人
週
間
始
ま
る
 

メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念
日
 

水
産
デ
ー
 

ポ
ス
ト
愛
護
週
間
 

家
庭
の
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

逓
信
記
念
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
？
ン
タ
m
) 

孔
子
祭
り
 

天
皇
誕
生
日
 

▽
親
切
な
こ
と
ば
は
 

王
冠
に
ま
さ
る
△
 

別
会
計
予
算
 

o
収
益
的
収
入
及
び
支
出
で
四
億
三
 

チ
百
九
十
八
万
円
 
o
資
本
的
収
入
 

で
三
百
万
二
千
円
 
〇
資
本
的
支
出
 

で、 

】
千
四
百
六
十
一
万
九
千
円
で
 

す。 

⑨
報
告
、
請
願
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
事
務
監
査
報
告
 

▼
昭
和
五
十
二
事
業
生
山
区
赤
池
町
土
地
 

開
発
公
社
補
正
予
算
に
つ
い
て
 

▼
米
作
減
反
調
整
反
対
に
関
す
る
請
願
 

▼
高
令
者
の
医
療
、
年
金
、
仕
事
に
関
 

す
る
請
願
 

以
上
四
件
、
い
ず
れ
も
採
択
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

追
加
二
議
案
が
二
十
九
日
上
程
さ
 

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
 

▼
赤
池
町
職
貝
退
職
勧
奨
条
例
の
制
定
 

に
つ
い
て
 

職
員
の
新
陳
代
謝
に
よ
り
人
事
の
 

刷
新
を
は
か
り
、
捲
肥
の
充
実
と
効
 

率
的
行
政
運
営
を
期
す
る
た
め
条
例
 

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

職
員
退
職
勧
奨
に
伴
い
人
貝
の
整
 

理
と
人
事
刷
新
に
よ
り
事
務
の
円
滑
 

な
運
営
を
は
か
り
、
住
民
福
祉
行
政
 

の
推
進
を
は
か
る
た
め
改
正
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

W
末
 

W
'A 

W
一 

W
末
 

W
一 

W
末
 

W
末
 

麟
鷲
 



昭和53年4月1日 け
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第183号 昭和53年4月1日 け あ
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(5） 第183号 広 報 あ か し、 
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保育所 

「
永
年
勤
続
で
表
彰
さ
る
」
 

二
月
十
八
日
（
土
）
、
福
岡
県
・
福
岡
 

県
保
育
所
連
盟
主
催
、
北
九
州
・
福
岡
 

市
・
久
留
米
市
の
後
援
に
よ
り
午
前
九
 

時
半
か
ら
、
久
留
米
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
 

ン
タ
ー
体
育
館
に
お
い
て
「
児
童
福
祉
 

法
旗
打
三
十
周
年
」
を
記
念
し
、
福
岡
 

県
保
育
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
大
雪
で
交
通
 

も
約
一
時
間
近
く
遅
れ
る
と
い
う
悪
い
 

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
も
と
で
開
催
さ
れ
 

た
こ
の
大
会
は
、
永
年
、
保
育
に
た
ず
 

さ
わ
っ
て
き
た
関
係
者
を
対
象
に
、
表
 

彰
状
並
び
に
感
謝
状
等
が
授
与
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

本
町
で
は
四
保
育
所
（
中
尾
、
市
場
、
 

赤
池
、
上
野
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
四
人
 

の
先
生
が
参
加
し
、
福
岡
県
知
事
感
謝
 

状
及
び
福
岡
県
保
育
所
連
盟
会
長
表
彰
 

状
等
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
を
さ
れ
た
先
生
方
は
、
各
園
の
 

職
貝
の
皆
さ
ん
か
ら
暖
か
い
励
ま
し
の
 

言
葉
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
次
の
 

世
代
を
背
負
っ
て
た
つ
赤
池
町
の
幼
児
 

教
育
に
一
層
の
情
熱
を
そ
そ
ぎ
た
つ
と
 

固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
受
賞
さ
れ
た
先
生
方
は
次
の
 

と
お
り
 

【
県
知
事
感
謝
状
受
賞
】
 

平 野 豊 美 先生 

（中尾保育所園長） 

児
音
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
て
す
で
に
 

三
十
年
。
私
が
児
音
福
祉
法
と
出
あ
っ
 

て
二
十
八
年
を
終
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
A
子
区
の
受
賞
ー
一
日
は
大
 

、

？

 

嚇
池
町
虹
 

重
 
松
 

俊
 
氏
が
就
任
 

新任医師の紹介 

こ
の
た
び
前
 

久
留
米
大
学
泌
 

尿
器
科
教
授
で
、
 

福
岡
県
立
柳
川
 

病
院
長
（
現
在
 

久
留
米
大
学
み
仁
 

誉
教
授
）
を
さ
 

れ
て
い
ま
し
た
 

重
松
俊
（
し
げ
 

ま
つ
し
ゅ
ん
）
 

先
生
を
町
立
病
 

院
に
お
迎
え
す
 

る
こ
と
が
出
来
 

ま
し
た
。
 

先
生
は
泌
尿
 

器
科
、
皮
膚
科
 

を
担
当
さ
れ
て
 

い
た
方
で
、
そ
 

の
道
の
権
威
者
 

で
あ
り
ま
す
。
 

先
生
の
就
任
に
よ
り
、
町
立
病
院
も
 

一
層
と
充
実
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

就
任
の
あ
い
さ
つ
 

（
町
立
病
院
）
重
松
 
俊
 

一
一
月
一
日
付
を
も
っ
て
赤
池
町
立
病
 

院
に
勤
務
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
 

の
で
、
町
広
報
紙
を
通
じ
て
皆
様
に
ご
 

挨
拶
を
い
た
し
ま
す
。
 

私
が
ご
当
地
に
就
任
す
る
に
つ
き
ま
 

し
て
は
、
池
永
町
長
は
じ
め
町
執
行
部
 

の
皆
様
、
早
麻
議
長
、
町
議
会
の
皆
様
 

と
く
に
開
業
医
の
先
輩
、
上
村
大
次
郎
 

先
生
の
絶
大
な
る
ご
理
解
あ
る
計
ら
い
 

で
出
来
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
 

て
お
り
ま
す
。
 

私
は
、
現
久
留
米
大
学
医
学
部
の
前
 

身
九
州
医
専
を
昭
和
七
」
止
出
I
業
し
、
各
 

地
の
公
市
立
病
院
を
経
て
、
昭
和
二
十
 

四
年
一
月
に
母
校
に
帰
り
、
昭
和
四
十
 

六
年
三
月
停
年
退
職
し
、
そ
の
後
、
福
 

岡
県
立
柳
川
病
院
に
勤
務
し
、
昨
年
十
 

二
月
辞
職
し
ま
し
た
。
老
齢
で
あ
り
ま
 

す
が
未
だ
健
康
で
あ
り
ま
す
し
、
ち
ょ
 

う
ど
本
年
は
午
年
で
私
の
“
え
と
4

で
 

あ
り
、
昔
の
青
春
時
代
に
返
っ
た
つ
も
 

り
で
当
地
域
医
療
に
一
身
を
捧
げ
た
い
 

と
覚
悟
し
て
参
り
ま
し
た
。
 

私
の
専
門
は
泌
尿
器
科
（
尿
に
関
す
 

る
病
気
）
即
ち
腎
臓
、
尿
管
、
勝
脱
、
 

前
立
腺
、
男
子
生
殖
器
の
疾
病
で
あ
り
 

ま
す
。
出
身
地
は
佐
賀
県
小
城
町
で
、
 

変
に
厳
し
い
風
雪
の
中
、
そ
の
と
て
つ
 

も
な
く
寒
い
中
で
考
え
た
も
の
で
す
。
 

思
い
出
深
い
記
念
の
一
日
だ
な
あ
ー
 

と
 

。
私
の
保
育
者
と
し
て
の
道
も
 

こ
の
風
雪
の
中
の
よ
っ
だ
っ
た
。
そ
れ
 

を
よ
く
踏
み
こ
た
え
て
来
た
も
の
だ
と
 

。
こ
の
二
十
八
年
間
の
中
で
幼
な
 

子
た
ち
を
通
し
て
知
る
社
会
の
変
動
、
 

保
育
所
の
変
動
、
更
に
母
親
像
の
変
化
 

な
ど
と
、
私
自
身
の
記
憶
の
中
か
ら
い
 

ろ
い
ろ
と
思
い
起
こ
さ
れ
て
き
ま
す
。
 

今
日
の
こ
の
記
念
を
私
自
身
の
反
省
 

の
時
と
し
て
、
更
に
今
後
に
む
か
っ
て
 

情
熱
を
も
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
 

す
。
そ
し
て
、
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ
て
い
 

る
問
題
の
方
が
多
い
現
状
社
会
の
中
で
 

延
々
と
続
く
児
童
福
祉
の
道
を
歩
み
つ
 

づ
け
、
い
つ
も
成
長
へ
の
願
い
を
秘
め
 

て
、
ひ
た
す
ら
に
私
を
見
つ
め
て
い
る
 

か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
保
 

育
の
道
の
充
実
発
展
に
つ
と
め
た
い
と
 

思
っ
て
い
ま
す
。
 

略
 

歴
 

o
平
野
豊
美
（
経
験
年
数
二
十
八
年
）
 

o
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
（
赤
池
保
 

育
所
に
保
母
と
し
て
奉
職
）
 

o
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
（
主
任
保
 

母
と
し
て
責
任
あ
る
任
命
う
け
る
）
 

〇
二
十
一
年
間
、
赤
池
保
育
所
に
勤
務
 

し
、
中
尾
保
育
所
が
新
設
さ
れ
進
備
 

長
と
も
い
う
べ
き
大
任
を
も
っ
て
移
 

動
さ
れ
る
。
 

o
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
（
中
尾
保
 

育
所
園
長
を
任
命
）
 

現
在
に
至
る
 

ぼ
 

子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
成
長
し
て
い
 

く
中
で
、
大
人
た
ち
が
正
し
い
公
衆
道
 

徳
を
示
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
事
は
ご
 

【
県
保
育
所
連
盟
会
長
表
彰
状
受
賞
】
 )

 

昭
和
二
十
九
年
よ
り
市
場
保
育
所
に
 

保
母
と
し
て
奉
職
し
て
ニ
十
四
年
 

も
っ
そ
ん
な
に
な
る
の
か
な
あ
と
い
う
 

の
が
実
感
で
す
。
 

市
場
は
、
も
っ
す
ぐ
素
適
な
子
ど
も
 

の
楽
園
が
完
成
さ
れ
ま
す
。
 

「
悌
作
っ
 

て
魂
入
れ
ず
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
 

こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
 

大
切
に
、
細
か
い
保
育
を
し
て
い
き
た
 

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

略
 

歴
 

o
児
玉
美
枝
子
（
経
験
年
数
二
十
四
年
）
 

o
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
（
市
場
保
 

育
所
に
保
母
と
し
て
奉
職
）
 

o
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
（
主
任
保
 

母
を
任
命
）
 

現
在
に
至
る
 

【
県
保
育
所
連
盟
会
長
表
彰
状
受
賞
】
 

高 津 弁津美 先生 

（赤池保育所主任保母） 

二
十
余
年
間
、
保
育
事
業
に
た
ず
さ
 

わ
る
事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
 

「あ 

!

！

ノ

 

の
純
粋
な
子
ど
も
た
ち
の
心
が
、
今
日
 

も
私
を
待
っ
て
い
る
 

」
と
信
じ
て
 

過
し
て
き
た
毎
日
の
積
み
重
ね
と
心
か
 

ら
す
ば
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
に
感
謝
い
 

た
し
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
も
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
子
ど
も
 

た
ち
の
生
々
し
た
姿
に
負
け
る
事
の
な
 

い
よ
っ
に
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
学
び
 

あ
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

略
 

歴
 

o
高
津
弁
津
美
（
経
験
年
数
二
十
ニ
年
）
 

o
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
（
方
城
町
 

立
保
育
所
に
保
母
と
し
て
奉
職
）
 

o
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
（
赤
池
保
 

育
所
へ
転
勤
）
 

o
昭
和
四
十
六
年
九
月
一
日
（
主
任
保
 

母
を
任
命
）
 

現
在
に
至
る
 

【
県
保
育
所
連
盟
会
長
表
彰
状
受
賞
】
 

松 岡 君 枝 先生 

（上野保育所主任保母） 

略
 

歴
 

o
松
岡
君
枝
（
経
験
年
数
ニ
＋
二
年
）
 

o
昭
和
二
十
九
年
十
月
二
日
（
元
赤
池
 

鉱
業
所
保
育
園
に
保
母
と
し
て
奉
職
 

o
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
（
上
野
保
 

育
所
に
奉
職
）
 

o
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
（
主
任
保
母
 

を
任
命
）
 

現
在
に
至
る
 

⑦

 

く

ら

 の
 
遊

び

場

を

 

汚
 
さ
 
な
 
い
 
で
 

「
お
と
な
が
示
そ
う
正
し
い
公
衆
道
徳
を
」
 

存
知
の
こ
と
で
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
 

の
び
の
び
と
遊
べ
る
唯
一
の
園
庭
に
ビ
 

ン
や
ガ
ラ
ス
、
チ
リ
紙
そ
の
他
食
ベ
カ
 

ス
等
の
ゴ
ミ
を
沢
山
捨
て
て
い
る
の
が
 

見
ら
れ
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
中
尾
保
育
所
前
の
町
道
よ
 

り
保
育
所
園
庭
内
ヘ
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
 

て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
事
で
は
子
 

ど
も
た
ち
に
も
示
し
が
つ
か
な
く
な
り
、
 

本
当
に
悲
し
い
出
来
ご
と
で
す
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
保
育
所
で
は
毎
日
 

保
母
の
先
生
方
が
子
ど
も
た
ち
に
危
険
 

の
な
い
よ
う
に
清
掃
し
て
お
り
ま
す
。
 

ど
う
か
正
し
い
公
衆
道
徳
を
守
っ
て
、
 

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
を
汚
さ
な
い
よ
 

う
に
し
て
下
さ
い
。
 

お
互
い
の
注
意
で
方
き
れ
い
4

な
町
 

に
し
ま
し
ょ
う
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

あ
の
有
名
な
「
よ
う
か
ん
」
の
産
地
で
 

す。 趣
味
は
短
歌
（
や
ま
な
み
会
貝
）
、
 

油
絵
（
チ
ャ
ー
チ
ル
会
久
留
米
支
部
員
 

、
）
、
テ
ニ
ス
（
佐
賀
ウ
ィ
ン
プ
ル
下
ン
 

会
員
）
で
す
。
 

い
ろ
い
ろ
の
こ
と
で
皆
様
に
お
世
話
 

に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
 

く
ご
指
導
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
 

上
げ
ま
す
。
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
が
ご
 

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

略
 

歴
 

ー 
リまつ 

し
ゅ
ん
 

重
松
 
俊
 

明
治
 39 

年
 11 

月
 28 

日
生
（
 71 

) 

昭
和
七
年
 
九
州
医
学
専
門
学
校
 

卒
業
 

昭
和
十
九
年
 
医
学
博
士
の
学
位
 

を
授
与
さ
る
 

昭
和
二
＋
四
年
 
久
留
米
大
学
教
 

授
（
泌
尿
器
科
教
室
）
 

昭
和
三
十
八
年
 
久
留
米
大
学
医
 

学
部
附
属
病
院
長
 

昭
和
四
十
五
年
 
福
岡
県
立
柳
川
 

病
院
長
 

昭
和
四
十
六
年
 
久
留
米
大
学
停
一
 

年
退
職
、
久
留
米
大
学
名
誉
教
 

授
の
称
号
を
受
く
 

昭
和
五
十
二
年
末
 
福
岡
県
立
柳
 

川
病
院
退
職
 

現
在
に
至
る
 


